
飲食店に対する５月１２日以降の時短要請に関するＱ＆Ａ 

 

Ｑ１ 「特に重点措置を講じる区域（以下「重点区域」）」以外の区域の飲食店で 

時短要請が延長されるが、支給要件に変更はあるのか？ 

Ａ１ 新型コロナウイルス感染拡大阻止をさらに確実なものにするため、飲食

店の皆様に対して、５月３１日まで時短営業の延長を要請いたしました。 

大変厳しい内容ではありますが、何卒ご協力をお願いします。 

対象については変更ありません（屋内の飲食スペースを有する飲食店など。

テイクアウト専門店やキッチンカーなどは対象外）。 

時短要請の全期間（５月１２日～５月３１日）、県内の全店舗で時短要請 

に応じていただき、支給要件を全て満たす場合に協力金をお支払いします。 

今回新たに支給要件として、「飲食店においてカラオケを行う設備を提供

している場合、カラオケ設備の利用は行わない」ことが追加されていますの

で、カラオケ設備については昼夜問わず終日利用しないでください。 

 ※５月１１日までの時短要請については、カラオケ設備の利用中止は支給 

要件に入っていません。 

 

 

Ｑ２ 時短営業に加えてカラオケ店に対して新たな要請がかかるというのは、 

どのような内容か？ 

Ａ２ 全国的にいわゆる昼カラオケ等でクラスターが多発している状況などを

考慮して、今回新たに、昼夜を問わず終日「カラオケ設備を利用しないこと」

を要請させていただいております。対象は飲食店営業許可又は喫茶店営業

許可を受けているカラオケ店で、カラオケボックスなども含みます。これは

重点区域以外の区域の飲食店に対しても同様であり、５月１２日～３１日

の間、カラオケ設備を利用しないことは、協力金の支給要件にもなっていま

す。 

 

 

Ｑ３ 協力金の金額に変更はあるのか？ 

Ａ３ ４月２６日～５月１１日までの時短要請協力金については、４月及び５

月を基準月として協力金単価を算定するのに対し、延長後の時短要請では

５月のみを基準月として算定しますので、協力金の日額単価は変わってく

る場合があります。 

また、支給金額は日額単価に日数をかけますので、前回は１４～１６日間 
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分で算定していましたが、今回は２０日間分で算定します。 

 

 

Ｑ４ ５月１１日までの時短要請には応じていなかった店舗が、５月１２日か 

ら時短要請に応じた場合、協力金は支給されるのか？ 

Ａ４ ５月１２日以降、時短要請の全期間、２０時までの時短営業に県内の全店 

舗で全面的にご協力いただき、カラオケ設備の利用を行わないなど、全ての 

支給要件を満たしていれば、協力金をお支払いします。 

 

 

Ｑ５ ５月１１日までの時短要請に関する協力金の申請受付は、５月３１日の 

時短要請期間が終了してからになるのか？また、それぞれの期間の協力金 

の申請手続きは別々に行うのか、まとめて行うのか？ 

Ａ５ それぞれ別々に申請していただくことになります。 

４月２６日～５月１１日までの時短要請に関する協力金については、時

短要請期間終了後の５月１２日から６月１８日（消印有効）まで受付を行

います。 

また、５月３１日までの時短要請に関する協力金については、５月３１ 

日の時短要請期間終了後に申請受付を開始しています。 

 

 

Ｑ６ ４月２６日～５月１１日の時短要請でも協力金を申請するが、５月１２ 

日～３１日の時短要請の申請書を提出する際は、もう一度同じ書類を提出 

しなければならないのか？ 

Ａ６ 申請手続きは５月１１日までのものと５月１２日からのものでそれぞれ 

別々に行っていただく必要がありますので、申請書につきましては、改めて 

ご提出いただくことになります。 

申請手続きを２回していただくことで、お手数をおかけすることとなり 

ますが、重複する添付書類の省略等、できるだけ申請に係る負担を軽減でき 

るように検討いたしますので、ご理解をお願いいたします。 

 

 

Ｑ７ 店舗において感染防止対策を講じているか否かは、支給の要件に含まれ 

るのか？ 

Ａ７ ５月１１日までの時短要請と同様、業種別ガイドラインに沿って適切な 

感染防止対策を講じていただいていることが協力金の支給要件となります。 


